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県立高校における「高校における通級による指導」制度の運用について、別紙のとお
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県立高校における「高校における通級による指導」制度の運用について

平成３０年３月１７日
高 等 学 校 課

１ 設置校
・智頭農林高等学校（全日制）、米子白鳳高等学校（定時制）の２校に通級指導教室
を設置する。

２ 実施形態
・２校とも「自校通級」とする。

３ 教育課程への位置づけ
・２校とも教育課程に「加える」形で位置づける。

４ 対象生徒
・平成３０年度１年生、２年生を対象とする。
・指導の対象となる障がい種については、当面は、学習障がい、注意欠陥多動性障が
い等の発達障がいと診断された生徒又はその疑いのある生徒を対象とする（医師の
診断がなくてもよい）。
・発達障がいの疑いのある生徒については、設置校の複数の教員等による判断とする。

５ 実施方法
・平成３０年 ４月～ ９月：見取り及び合意形成。
・平成３０年１０月～平成３１年３月：通級による指導の実施（次年度の合意形成も
含む）。
・指導時間数は、１単位とする。

６ 通級指導担当教員
・設置校の教員が担当する。

７ 参考
・「通級による指導」とは
通常の学級に在籍し、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を
必要とする児童生徒を対象とし、ほとんどの授業を通常の学級で受けながら、障が
いの状態等に応じて特別の指導を受ける教育形態。
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※教育課程に「加える」場合の例

※教育課程に「替える」場合の例


